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主催：鹿児島県 かごしま県民交流センター 協働活動促進課　　事務局：NPO法人 鹿児島県NPO事業協会

〒892-0816 鹿児島市山下町 14番 50 号
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令和６年度 持続可能な地域づくり支援団体育成事業
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こんな方の応募をお待ちしています。

会場 :カクイックス交流センター
　　　（かごしま県民交流センター）

受講生募集中
締切日 :8月25日㈰ 17 時

・中間支援活動を行っているが、もっと深めたい
・今後、地域をコーディネート・支援する役割を担っていきたい
・中間支援活動（ コーディネート・伴走支援等） に関心がある

※中間支援組織とは、市民、ＮＰＯ、企業、行政等の間にたって様 な々活動を支援する組織であり、市民等の主体で設立された、ＮＰＯ等への
コンサルテーションや情報提供などの支援や資源の仲介、政策提言等を行う組織を言う。中間支援組織自らがＮＰＯ等である場合もある。 

（内閣府　新しい公共支援事業の実施に関するガイドライン 　平成 23年 2月）

中間支援組織の役割 組織の基盤強化

ステークホルダーとの協働伴走支援（組織・事業支援）のあり方

地域における支援のあり方
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9/12㊍
10:00~16:00

NPO法人鹿児島県NPO事業協会（担当  吉村）
〒892-0838 鹿児島県鹿児島市新屋敷町16番公社ビル302号
TEL:070-1990-3103
E-mail:info@kagoshima-npo.com

東棟4階 大研修室3

10/10㊍
10:00~16:00
東棟4階 大研修室3

11/7 ㊍

10:00~12:00

13:00~15:00

15:00~16:00

東棟4階 中研修室3

12/12 ㊍
10:00~16:00
東棟4階 大研修室4

1/16㊍
10:00~16:00
東棟4階 大研修室3

特定非営利活動法人地域福祉サポートちた 代表理事

・必要事項をご記入の上、お申し込み
ください。
・なお、メールでのお申し込みをご希望
の場合は、問い合わせ先までご連絡く
ださい。

受講申し込みの結果については、後日
改めて連絡いたします。申込者が定員
を超えた場合は、応募内容をもとに選
考します。

申込
方法

■問い合わせ先

右記WEB応募フォームからお申し込みください。

URL https://shinsei.pref.kagoshima.jp/IqB80Bqm

参加費：無料 定員：30名
※会場までの交通費・宿泊費，
　通信費等は各自

※応募多数の場合は選考

対象者

※応募フォームは、下記からもアクセスいただけます。
●鹿児島県共生・協働センターホームページ
https://www3.kagoshima-pac.jp/
※提出いただいた個人情報は、県および本講座事務局（NPO法人鹿児
島県NPO事業協会）において講座運営のためにのみ使用します。
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事例にもとづく意見交換

県内に主たる事務所を有し、又は在住し､
・県内でNPOや地域コミュニティなどの支援等に携わっている団体又は個人
・中間支援活動に意欲・関心がある団体又は個人

講師 :吉田 建治 氏 認定特定非営利活動法人日本NPOセンター 事務局長

認定NPO法人アカツキ 理事

日本NPOセンター　1996 年設立、企業の社会貢献活動の受け皿として災害復興支援、環境
保護活動などを各地の支援センター、市民活動団体とともに全国展開。市民社会づくりの共同責
任者として、多様な主体とのパートナーシップを築き、市民活動による社会の成熟に寄与している。

東京

福岡

茨城

愛知

広島

山口

◆中間支援組織の市民社会におけるミッション　◆全国の中間支援組織の活動事例等

講師 : 永田 賢介 氏
アカツキ　深まった社会における息苦しさを一部のリーダーや行政に依存することなく、自分たち
で新しい社会を想像し、創造することを目的として活動を行っている。ともに知恵を絞り、汗をか
いて実務に取り組む「伴走型」という姿勢を大切にコンサルティングや研修などを行っている。

◆今、市民活動において伴走支援が必要なわけ　◆ワークと対話で学ぶ伴走支援等

中間支援組織とその役割について学びを深める

伴走支援（組織・事業支援）とそのあり方、手法についての学びを深める

認定特定非営利活動法人茨城NPOセンター・コモンズ常務理事 兼 事務局長講師 : 大野 覚 氏
茨城NPOセンター・コモンズ　様 な々課題当事者が社会的に包摂され、多様性が尊重され、
人や組織がつながり共に行動する市民社会を目指し、地域課題解決の担い手が少ない分野に
関り、活動資源が充実した段階で分離・独立させた後は側面的・間接的な支援を行っている。

◆多様な人と組織がつながり、当事者目線で地域課題解決のために行動をおこす

地域における中間支援のあり方、伴走支援についての学びを深める

講師 :市野 恵 氏
地域福祉サポートちた　2000 年の介護保険制度導入をきっかけとして、組織化・事業化がさ
らに進んだ市民互助型在宅福祉活動の団体間ネットワーク組織として設立し、主に地域の福祉
向上を目的として NPO リーダー研修や行政職員研修、地域包括ケアのまちづくりを推進する地
域資源ネットワーク構築事業などを行っている。

◆多深化しつづける地域課題に組織＋（プラス）、チームで多面的に取り組む

講師：松原 裕樹 氏 特定非営利活動法人ひろしまNPOセンター 専務理事

ひろしま NPO センター　市民が主役となり、NPO や企業、行政とのパートナーシップと経営
資源や環境基盤の整った市民活動により「ゆたかな市民社会」実現を目的とし、子育てオープ
ンスペースや環境パートナーシップオフィス管理、市民活動相談業務などを行っている。

講師：伊藤 彰 氏 特定非営利活動法人やまぐち県民ネット21／やまぐち県民活動支援センター長

やまぐち県民ネット21／やまぐち県民活動支援センター　山口県内の活動団体のネットワーク化、自
主的・主体的な活動(ボランティア、NPO、コミュニティ)を支援し、多様な主体のパートナーシップが築かれ
ることを目的として、協働やボランティア促進に関する情報交換会や運営基盤強化セミナーなどを行っている。

◆仲間を増やしながら「つながり」→「実践」→「課題解決」を目指す

◆組織の「困った！」に「まった！」をかけるワーク＆セミナー

組織の運営、活動のふりかえり、見直しを行い、基盤強化について考える

ステークホルダーとの良好な関係性づくり、有効的な協働のあり方について考える
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★応募締切
8月25日㈰17時


